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・１０月１６日（水）…引き落とし日

８月分利用料金

８月分給食費等実費分

・１０月２８日（月）…再引き落とし日

１６日に引き落とせなかった方

お知らせ・お願い

１）衣替えについて

季節の変わり目になってきました。肌寒い日には羽織り物

を活用したり、薄手の長袖の替えを用意したりしていただく

よう、お願いします。

２）受給者証について

受給者証が更新され、新しいものが届いた際は、いっぽま

でお持ちくださいますよう、ご協力をお願いいたします。

『 パリパラリンピックの評価 』

先日、パリパラリンピックが閉幕しました。その前にあったオリンピックも

盛り上がりましたが、パラリンピックも日本はメダルラッシュとなり、テレビ

中継も思いのほかいろんな競技でやっていた気がします。

３年前の東京の時もバスケットボールやボッチャなどが話題になりましたが、

今回のパリではさらにいろんな競技がメディアに取り上げられており、スポー

ツとして、オリンピックの各種競技と何ら変わらない、世界的な競技としてパ

ラスポーツが位置付けられたのではないでしょうか。

国際パラリンピック委員会の会長は、閉会式前の会見で「パリパラリンピッ

ク大会は、今後のパラ大会の新基準となる。競技、観客、大会運営すべてにお

いてレベルが高かった」と語っていました。

これまでのパラ大会では、各競技で障がいのクラス分けなどが詳しく説明さ

れ、「障がい」についての観客の理解を促していました。ところが、パリ大会

では障がいクラスの説明はなく、競技をありのままに見せていたと言います。

現地の記者も、観客から「障がい者が頑張っている」という意味の拍手は感

じなかったという趣旨の記事を書いています。純粋に競技を楽しんでいる人が

多く、パラリンピックとオリンピックを「障がい者と健常者」という区別で見

る必要がなくなったのかもしれません。観客は、脚が不自由な障がい者が車い

すでやるテニスやラグビーを観ているのではなく、「車いすテニス」「車いす

ラグビー」という競技そのものを観戦しているのです。

次回は４年後のロサンゼルス大会です。パラアスリートのレベルもさらに上

がり、さらに盛り上がるパラリンピックになることを期待しています。



９月７日（土）にいっぽ祭りを開催しました。

今年度の遊びコーナーは、魚釣りやおばけ退治、そしてワニワニパニックが復活しました！

魚釣りでは、水が好きで他のコーナーに移動したくないお友達がいたり、おばけ退治やワニワニパニックでは、力いっぱ

いおばけやワニをやっつけたりしてくれました。

ポテトフライやかき氷といった飲食コーナーも大盛況でした。いっぱい身体を動かしたり、美味しく食べたりして皆さん

楽しそうに過ごしていました。

ご参加いただき、ありがとうございました！

～いっぽ祭りを開催しました～

今月の予定

１０月の予定

☆全クラス共通

１４日（月・祝）…お休み

２４日（木）…避難訓練

２１日（月）…子育て講座②

☆毎日クラスのみ

１８日（金）…保護者登園日（ハロウィン

会）

２６日（土）…運動会

２８日（月）…身体測定

☆就園クラスのみ

まだまだ暑い日が続きますが、朝晩には気温が下がり、秋の気配を感じるようにな

りました。

これからの季節は、ノロウイルス、ロタウイルスによる感染性胃腸炎やインフルエ

ンザの流行が懸念されるところです。

感染症は感染源、感染経路、宿主の3つの要因が揃うことで感染すると言われてい

ます。しかし、これらのどれかひとつでも取り除くことができれば、感染症を予防でき

ます。

●感染源の排除；感染源の原因に近づかない、触れないなど

●感染経路の遮断；うがい、手洗い、マスク着用、咳エチケットなど

●抵抗力を高める；十分な栄養と睡眠、ワクチン接種など

もしも『罹ったかな?』と感じたら・・・早めに医療機関を受診しましょう！

感染症の予防


